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計量史をさぐる会2020を開計量史をさぐる会2020を開催催

2020年10月16日、日本計量会館で

　日本計量史学会と計測自動制御学会力学量
計測部会は共催で、「計量史をさぐる会2020」
を、東京都新宿区の日本計量会館で開催した。
　今年度は、除菌やマスク着用、席間の確保
など、新型コロナウィルス感染防止に注意し
ながらの開催となった。懇親会は中止した。
　会場には、山田研治氏所蔵の、大蔵省検印
という貴重な刻印がある天びんや分銅、紙袋
に入った分銅などが展示された。
　山田研治会長があいさつした。
■特別講演は「温度標準の変遷と最近の動向について」
　第一部特別講演は、中野享氏（産業技術総合研究所計量標準総合センター物理計測標

準研究部門温度標準研究グループ長）による「温度標準の変遷
と最近の動向について」。
　中野氏は、まず温度測定の歴史的発展を概観した。それを踏
まえて、国際単位系（SI）での熱力学温度の単位の定義改定を
解説した。実用的な温度標準としての国際温度目盛とその課題、
最近の温度標準の動向と産総研での活動を紹介した。
■3件の研究発表
　3件の研究発表があった。
1、明治初年の西洋形衡器と筒型分銅（山田研治）

2、アンペールからヘンリーへ―電氣の精の人物
を探る―（松本榮壽）
3、放射温度計トレーサビリティの変遷─光高温
計校正のはじまり─（小川実吉）
■研究発表の概要
1、明治初年の西洋形衡器と筒型分銅（山田研治）
　山田氏は次の問題に関して論じた。
　度量衡の所管が、大蔵省から農商務省に移った
のは明治14年であり、明治初期の大蔵省の検印

計　   量　   史   　通 　  信
Communications  in  Historical  Metrology                 No．86

ISSN　０９１８－８９３２

山田会長

中野享氏

特別講演のようす

計量史をさぐる会のようす



－2－

を持つ初期の西洋形衡器の伝世は、極めて稀である。しかし、大蔵省検印を持つ西洋形
衡器が、東洋計器計量史料館や計量会館などで森谷製の刻印をもつものなど数点確認さ
れている。
　そこで、計量会館で所蔵している①森谷製の天秤針口と、同館に寄託された大蔵省の
刻印のある②西洋形森谷製調剤天秤、③森谷製金属製棹秤、所謂、ローマ秤、④西洋形
筒型分銅、内田製組分銅（500匁分銅にのみ大蔵省検印あり）について、実物資料を基
に考察した。
　西洋形調剤天秤は、大蔵省の統制をうけているため、提出図面から、その形態は、ほ
ぼ同じ型であると推測され、対象とした森谷清三郎、増田重兵衛の調剤天秤はその典型
である。
　ローマ棹秤については、明治20年頃から本格的に改良型ローマ棹秤が製造され、改良ローマ秤は守谷製も増
田製も同じ形状であり、大蔵省そして農商務省（明治14年）に引き継がれても、度量衡の製造販売について免
許制に基づく統制が、厳しく行われた産物である。
　分銅についても、明治9年の度量衡取締條令の施行以降、従前の所謂分銅は旧器検とされ、西洋形筒型分銅
が新器検とされて、暫時西洋形筒型分銅に代替していくようになる。
2、アンペールからヘンリーへ―電氣の精の人物を探る―（松本榮壽）
　松本氏は次のように発表した。
　ラウル・デュフィの巨大な壁画「電気の精」に登場する109名の中で、異色の人生を
送った2人がいる。1人は電流の単位に名を遺すアンドレ・マリ・アンペール(Andre 
Marie Ampere, 1775-1836)、世界一の博物館群の基礎を築いたジェゼフ・ヘンリー
（Joseph Henry.1797-1878）であり、この二人の生涯の活動を紹介した。
　発表の構成は、1.アンペールとヘンリーの二人をつなぐ糸は何か、2.ジョゼフ・ヘンリー
の生い立ちと環境。
　アンペールに関しては、アンペール生い立ちと環境、生涯と業績、アラゴ著『アンペー
ルの伝記』と興味深い記述（スミソニアン博物館の創始に貢献したスミソンがかかわる
確率論に関するエピソード）を紹介した。
　ヘンリーに関しては、物理学者ヘンリーの電磁石研究、スミソニアン長官としてのヘンリー、天気予報を始
めたヘンリー、スミソニアン国際文献交換事業(IES International Exchange Service)、ヘンリー・ペーパー・
プロジェクトを紹介した。
　松本氏は最後に、これまで電気の精に登場する人物は、デュフィがフィギエの『科学の驚異』を参考にした
とされているが、選定にあたって、物理学者アンリ・ボルクランジェが数週間にわたって講義したことが分かっ
たと、述べた。
3、放射温度計トレーサビリティの変遷─光高温計校正のはじまり─（小川実吉）
　小川氏は概略次のように述べた。
　放射温度計のトレーサビリティは光高温計の校正に始まる。温度を遠隔で測定する非
接触式温度計は放射温度計（古くは輻射温度計といった）として広く使用されているが
そのはじまりは光高温計で、今や殆どお目にかかれなくなったが開発当初はいろいろな
出来事があった。そのトレーサビリティの歴史を辿る。
　放射温度計は、物体から放射される赤外線や可視光線の強度を測定して、物体の温度
を測定する温度計である。放射温度計のはじまりは、可視光線の強度を肉眼で測定する
光高温計である。
　光高温計は、1925（大正14）年頃に北辰電機製作所が製品化して発売した。当初の製
品は指示計と測定機構・電源部の分離型で使用方法に難点があったが、1935（昭和10）
年頃に指示計と測定機構・電源部を一体型して製鋼用として改良してから製鉄所で使用されるようになった。
　光高温計のトレーサビリティは、日本学術振興会製鋼第19委員会第2分科会（学振19委2分科会）におい
て、1936（昭和11）年9月の会議で光高温計の精確度及び耐久性に関する共同研究が合意されて始まった。

山田研治氏

松本榮壽氏

小川実吉氏
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　1937年4月以来、開発した光高温計の目盛検査用の標準電球により、国際温度目盛（ITS-27）の方式による
比較検査を行なえるようになった。
　輸入品に依存していた標準器（光高温計用標準電球）は1938年には国産（東芝）で製品化され、中央度量
衡検定所は、「標準電球による光高温計検査装置」を完成して校正を実施した。
　光高温計の校正作業の実情を紹介した。光高温計では、肉眼観測に依存しているので校正員の体調に配慮し
た作業手順が定められていた。
　JEMICの光高温計校正は、産業界のトレーサビリティに貢献した。電子デバイスの著しい発展と共に各種の
赤外線センサが開発されると新しい放射温度計が次々と開発されて光高温計は衰退の一途をたどった。
　氏の父親と光高温計との関わりのエピソードも披露された。

ソーシャルディスタンスは十分取って

大蔵省検定付天びん 紙袋製の分銅 展示品を見学

大蔵省検定付分銅などを展示 大蔵省検定付分銅
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今年度の定時総会は「郵便・郵送総会」に
研究発表は、10月下旬開催の「計量史をさぐる会2021」で実施
　本年度定時総会は、新型コロナウイルス蔓延の状況を考慮して、「郵便・郵送総会」となった。投票の締切は
2021年3月15日だった。投票結果は『計量史通信』に公告する（議決結果）。
　研究発表は中止した。研究発表は、10月下旬開催の「計量史をさぐる会2021」で実施予定。
議決結果
　定時総会の郵便による議決権行使は、2021年3月15日に締め切った。
　議案に対する反対票は「ゼロ」だったので、郵便総会の成立と、1号議案（2020年度損益計算書及び貸借対
照表）賛成多数、諸報告（2020年度事業報告、2021年度事業計画と予算）も了承された。
　1号議案（承認）、事業計画、同予算等は、総会資料として11ページ以降に掲載。

2021年（令和3年）3月16日　議長　山田研治（公印略）

新たな度量衡史研究の開拓に努める
（一社）日本計量史学会会長　山田研治

　『日本計量新報』2021年1月1日号に寄稿した山田研治会長の新年あいさつは次のとおり。
　コロナ禍の下、日本計量史学会も翻弄されておりますが、規模を若干縮小しながら恒例の研究大会を粛々と
進めております。その結果、昨年度は「周脾算経」の新解釈及び「弥生分銅」の起源とその伝播等についての
研究が喚起され、議論されました。これらの研究の中、「周脾算経」については、故下司和男先生の発表（平成
23（2011）年）や当学会40周記念（平成30（2018）年）の際に発表、講演頂いた森本晋先生の「弥生分銅」
についての研究成果の賜物です。
　また、日本計量会館の計量史資料の展示も、関係協会や団体の尽力により徐々に充実してきました。特に、
今年は、秋の「計量史をさぐる会2020」で発表しました明治初年、大蔵省の刻印のあるストッパー付き調剤天
秤やローマン秤（皇国第一号）、内田製西洋形筒型分銅などの権衡器を新に展示しました。明治初年の大蔵省の
刻印を持つ西洋形権衡器は明治6（1873）年から製造が認可され、大蔵省が商務省に度量衡についての所管を
移すのが同14年ですので、期間が短く関東大震災や今次大戦でほとんど消滅し、残存しているものは極めて僅
かであるとされています。しかしながら、信州松本の東洋計量史資料館にもこの時代のものが比較的数多く収
蔵されていると、小林健藏先生のご指摘もあります。
　つきましては、本年、春には信州松本で、東洋計量史資料館を中心とした見学と、二宮尊徳の枡など、二宮
尊徳に関わる講演を、また、秋の研究会「計量史をさぐる会2021」では昨秋山形県遊佐町から刊行された増田
恒男著「佐藤政養とその時代―勝海舟を支えたテクノクラート」を基に、佐藤政養の研究を進めていきたいと
考えております。（1月1日現在の予定。コロナ禍により松本での総会が郵便総会に変更されたため、予定講演、
研究発表等は延期された）
　佐藤政養（生没年、文政4（1821）～明治10（1887）年）は勝海舟塾（文久3（1863）年3月、大阪専称寺
で海軍塾を開く）の塾長を務めた人物であり、従前から坂本龍馬に匹敵する人物とされています。近年までそ
の評価は低く、山形庄内の偉人として再評価が強く求められています。また、明治初期、明治3年の集議院の
度量衡論争では大蔵省案の推進人物と目されており、大蔵省案では1mの1／3を1尺、すなわち「1尺＝1
／3m」としております。ご周知のようにこの尺度標準は、日本では生かされず、その後中国での尺度標準に
なりました。
　本年度も、歴代の会員の皆様の研究成果を踏まえつつ、新たな度量衡史の研究の開拓に努めて参ります。な

2021年度総会

寄　稿
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お、本学会副会長、西脇康先生の翻刻書「韮山反射炉関係資料集　第3巻」（伊豆の国市）は3月に刊行される
ことが決定しています。新資料が発掘、公開されるものと期待されます。

私と運
副会長　大井みさほ（東京学芸大学名誉教授）

　年の初めには信仰心に関係なく、神社などに初詣でに行く人が多い。今年の運はと、おみくじをひく人もい
る。私も家族と一緒に近所の八幡様に初詣をし、寄り道せずに戻って、用意しておいた祝膳を囲む。せっかく
新年を話題にしたのであるから、ここでは自分の運について述べてみようと思う。ナポレオンは兵士の採用の
時「お前の運はどうか」と尋ねたという。また「運も能力のうち」とも聞く。純粋の運と、能力に関係する運
とに分けてみると、ずうずうしいが私は両方ともいい方だと思っている。
　まず純粋の運。小学校6年の時、妹と行った商店街の歳末大売り出しのくじ引きで食器戸棚が当たった。興
奮して帰る途中で妹の下駄の鼻緒が切れたのを想い出す。年賀はがきの景品が多かった頃だが、ステレオと、
地方の名産品を複数個同時にあてた。銀行に貯金したとき自転車が当たった。最後は２０００年の４月、定年退
職した直後で、久しぶりにデパートに行ったら北海道物産展の最終日で、くじを１本引いたら、二人で小樽札
幌旅行という1等賞が当たった。まるで長く働いたご褒美のようで、夫婦で5月の北海道を楽しんだ。その後
は当たっても500円の買い物券程度である。
　次は能力に関係するかもしれない運。国家公務員試験がほどほどの成績で合格したのは運がよかったからな
のかもしれない。そのおかげで計量研に入所できた。採用の際、職場として超高圧と光波基準の二つが示され
た。超高圧はつぶされる、光波はきれい、という単純な印象から光波基準を選んだ。入所してからもそうだ。
ファブリ・ペロ干渉計を使って光のスペクトル線を調べる研究を始めたが、レーザーが発明されたというニュー
スが入った。そのレーザーは私の実験装置にかなり共通している部分が多いのだ。おかげで、その2年後には
装置を少し変えるだけでHe-Neレーザーを日本では初めて発振させることができた。これは実力も少しは入
るが運のおかげである。
　最近では特別に運が良いと思うこともなくなったが、転んでも骨を折らなかったとか、大学で教えたせいで
教え子がたくさんでき、その後の交流が楽しいとか、今でもあちこちの小学校などでレーザーを使った授業を
することができるなど、恵まれた老後である。運は思い様で、どう思うかは人それぞれだが、この星に人間と
して生まれたこと自体、運がよかったことかもしれない。

神保町の交差点
会員　小宮勤一

　先日ある新聞の日曜版に載っていた神保町の古書店の、震度2くらいでも崩れ落ちそうな棚の写真を見なが
ら、昔のことを思い出した。古書店街で有名な神保町に出かけるようになったのはいつ頃であっただろうか。
多分、戦後間もない昭和23～24年ごろであったように思う。神保町のあたりは戦災にあっていなかったので、
古い町並みが残っていた。このころは、新しい本が出版されることはあまりなかったけれど、古書店には本が
沢山並べられていたという記憶がある。当時の古書店では買いたい本の代金のほかに、別の本を添えないと購
入できない、というような状況であった。小さな本棚に何冊か文学全集が並んでいた様な我が家にはそのよう
な本も戦災で失われ、再購入の手立てがなかった残念な思い出がある。
　受験生であったころ、学習参考書が新しく売り出されるというので、友人たちと出かけたが、長い行列で結
局買い損ねてしまったこと、本好きの友人と古書店の中でばったり出会ったこと、探していた古書が見つかっ
たけれど、金欠で買うことができず、また当時東京を離れていたので、父に頼んで買って送ってもあったこと、
などなど思い出すことがいくつもある。
　また当時、ゾッキ本と呼ばれていた、出版社がつぶれて、紙くずとして廃棄された本であろうか、棚に山積
みになっている本をよく見かけた。たたき売りであるから値段はもちろん格安で、貧乏学生であった私にも買
うことができた。その中の一冊を今でも所持しているが、天野清著『量子力学史』（京都府出版共同組合発行、
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1950年〔昭和25年〕5月20日）という本を買ったのは大学入学したころであったろうか。この著者が、高等
学校の大先輩であり、また中央度量衡検定所の職員であって、敗戦の直前に戦災死された方であること、高田
誠二さんがこの本を校訂・解題されて、中央公論社からも出版されていることなどを知ったのはずっと後のこ
とである。また戦争中に出版されて、戦後いろいろなところに引用されている学術書で、しかも名著と言われ
る古書が何冊か私の本棚に並んでいる。何れも紙質が悪いために茶色になってしまって読みにくい本であるが、
若い頃の思い出の一つである。
　神保町の交差点は、今では地下鉄が交差し、地上の交通状況は当時と変わってしまったが、東南の角にある
廣文館書店のたたずまいは昔の儘であるように思う。その交差点を都電が走っていたころのことである。まだ、
自動車の数もまばらで、自転車が我が物顔で走っていた。大きな瓶を自転車の荷台に積んで、ゆっくり走って
いた若い人がいた。都電の線路にタイヤがはまったのか、よろけた瞬間に自転車が転倒し、積んでいた瓶が割
れて、透明な液体が流れ出てきた。自転車の若者は、あれは焼酎で、これからあるところに届けなくてはいけ
ないと近くにいた人達と話をしている。私は用事があってすぐにそこを離れなくてはいけなかったが、あの若
者はその後どうしただろうか。当時はまだ闇市があったころで、そのあたりの飲み屋さんに運ぶ焼酎だったのか。
　近頃は古書店を歩くことも少なくなり、神保町を通っても目的の新刊書を買って、交差点の近くのタイ焼き
屋でお土産を買うくらいである。（元計量研究所、元九州工業大学）

溝口事務局長が2020年度（令和2年度）（第13回）経済産業省
産業技術環境局長表彰を受賞
　当会事務局長の溝口義浩氏（東京計量士会理事）が、2020年度（令和2年度）（第
13回）経済産業省産業技術環境局長表彰（計量制度運営等貢献者表彰）を受賞した。
　経済産業省は、計量制度に対する理解の普及を図るため、11月を「計量強調月間」、
11月1日を「計量記念日」と定めている。計量記念日にあわせ、計量制度の発展・運
営等に尽力した人に対する経済産業大臣表彰等の受賞者を表彰している。
【局長表彰の理由】多年にわたり、計量制度の運営等に関して、特に貢献したと認めら
れ、その功績が顕著である。

国内最古の分銅を確認とのニュース
福岡県春日市の「須玖（すぐ）遺跡群」で出土
　古代中国の史書「魏志倭人伝」に登場する「奴国
（なこく）」の王都とされる須玖（すぐ）遺跡群（福
岡県春日市）で出土していた石製品8点が、てんび
ん用の分銅とみられることが分かったという。西日
本新聞を始め全国各紙が報じた。
　うち1点は弥生時代中期前半（紀元前2世紀ごろ）
のもので国内最古となる。質量の規格も朝鮮半島の
分銅と共通している。
　春日市教育委員会によると、石製品は1990～2014
年度に須玖遺跡群北部の3遺跡から発掘された。当初
は砥石（といし）、石斧（せきふ）と考えられていた
が、武末純一福岡大名誉教授（考古学）が分析し、
重さの規則性や重ねやすいようにした加工跡などか

 話題　（理事　高松宏之）

須玖遺跡群から出土した分銅（権）（展示案内資料から）

溝口義浩氏
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ら古代の分銅「権（けん）」と結論づけた。
　8点の大半は、周囲の土器から弥生時代中期前半～後半の分銅。うち1点（約69グラム）が紀元前2世紀頃
と分かった。欠損が少ない6点は、韓国の茶戸里（たほり）遺跡出土の青銅製権（紀元前1世紀、約11グラ
ム）の3倍、6倍、20倍、30倍の質量で「朝鮮半島と共通の規格が使われていた可能性が高い」（市教委）と
いう。須玖遺跡群には青銅器の生産工房があり、分銅は原材料の計量のほか交易にも用いられたとみている。
　同じ規格の分銅はこれまで石川県の八日市地方（じかた）遺跡で出土。大阪府の亀井遺跡では、日本独自規
格の分銅も確認されている（当会会員の森本晋氏の論文）。ともに弥生時代中期後半～後期の分銅で、古くとも
紀元前1世紀ごろまでしかさかのぼれなかった。今回の確認は、それ以前から朝鮮半島と共通の規格が九州に
伝わっていたことを示すという。
　福岡県春日市須玖遺跡群出土石製分銅（権）計8点は、2021年1月5日～2月14日まで、春日市奴国の丘
歴史資料館で展示された。

日本天文学会が第3回（2020年度）日本天文遺産を認定
「仙台藩天文学器機」（仙台市）など3件
　日本天文学会が、2021年3月18日付
で、第3回（2020年度）日本天文遺産
3件を認定した。
　認定したのは、「仙台藩天文学器機」
「臨時緯度観測所眼視天頂儀及び関連
建築物」「商船学校天体観測所」の3件。
　「仙台藩天文学器機」（仙台市）は、
18～19世紀に仙台藩の天文学者たち
が製作、使用したもので、渾天儀、象
限儀と大小2基の天球儀の合計4点か
らなる。これらは元仙台藩主の伊達家
に保管されていたもので、1956（昭和
31）年に仙台市天文台に移され、現在
に至る。2012（平成24）年には国の重
要文化財に指定されている。
　渾天儀は、天体の天球上の位置を測
定する観測機器で、本資料は日本に現存する唯一の観測用渾天儀とされる。
　象限儀は四分儀とも呼ばれる天体観測機器で、天体の高度を測定するもの。本資料の基本構造は、
千葉県に現存する伊能忠敬所用の象限儀（千葉県香取市、伊能忠敬記念館所蔵「象限儀（中）」、国
宝）と同じであることが注目される。
　「臨時緯度観測所眼視天頂儀及び関連建築物」（岩手県奥州市）における眼視天頂儀（ドイツ・ヴァ
ンシャフ社製）は、緯度変化に関する国際共同研究のため、1899（明治32）年に臨時緯度観測所
（現・国立天文台水沢VLBI 観測所）に設置され、1927（昭和2）年まで緯度測定に使用された。こ
の眼視天頂儀は、初代の所長であった木村榮のZ項発見に大いに貢献した装置であり、その価値が
高い。
　「商船学校天体観測所（赤道儀室及び子午儀室）」（東京都江東区）は、1903（明治36）年に建設さ
れた貴重な明治期の天文台建築であり、東京海洋大学越中島キャンパス（旧商船学校キャンパス）
に、ほぼ建築当時のままで残されている。

（日本天文学会の発表資料から）
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東洋計量史資料館

山本コレクションを公開
　東洋計器が運営する国内最大の度量衡展示
館「東洋計量史資料館」に、長野市中条（旧・
中条村）にあった「はかりの館」の山本コレ
クション一式が寄贈され、計量記念日の2020
年11月1日以降、希望者に公開されている。
　共栄測量設計社の山本幸雄前社長は、測量
会社の専門家として、数々の精密地図作製機
などをメーカーと共同開発してきた。
　山本氏は、日本初のこれら地図作製機とと
もに、貴重な測量に関する計測機器、同関連
資料を丹念に収集し、1995年に「はかりの館」
を開設し、公開してきた。
　2019年7月、山本氏は「はかりの館」の展
示品の全てを「東洋計量史資料館」に寄贈し
た。
　「東洋計量史資料館」は収集物の整理を進め、2020年11月1日から「東洋計量史資料館」別館で、
希望者に公開している。（開館時期は問い合わせること）
■山本コレクション公開概要
【主要な展示品《山本コレクション》】
①清水流測量秘伝書巻物（完全複製品）江戸中期の測量マニュアル②伊能図中図（複製品） 19世紀
初頭伊能忠敬他が作成した地図③宮下林蔵氏作成地図及び測量板④手動計算機からの計算機器の進
化⑤精密地図作製機等
【公開日程】2020年11月1日（日）より、10時～16時（最終入館は15時30分まで）※月曜日は
休館日（開館時期は問い合わせること）
【入館料】大人（高校生以上）／500円、小人（小・中学生）／200円、小学生未満／無料※「東
洋計量史資料館」の常設展示も閲覧可※団体割引有り
【場所】東洋計量史資料館（長野県松本市埋橋1―9―18）
【予約・問い合わせ先】※来館の前日までに要予約、電話080―9741―3795（東洋計量史資料館担
当直通）、電話0263―48―1121（東洋計器）
【「東洋計量史資料館」HP】https://www.toyo-keiki.co.jp/toyokeiryoushi

日本銀行金融研究所貨幣博物館Webサイトで、「金座絵巻」の拡
大画像
　日本銀行金融研究所貨幣博物館のWebサイトで、同館の調査研究資料である「金座絵巻」の拡大
画像を見ることができるようになった。（https://www.imes.boj.or.jp/cm/research/2021emaki/）
　拡大画像を見ることができるのは、次の4資料。
▽佐渡金山図巻上（18～19世紀）▽佐渡金山図巻下（18～19世紀）▽金座絵巻上（19世紀）▽金
座絵巻下（19世紀）

展示のようす
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日本品質保証機構（JQA）

手動天びんを東洋計量史資料館へ寄付
中部試験センター師勝試験所で分銅の校正に使用していた守谷製
　日本品質保証機構（JQA）は、同機構の中部試験センター師勝
試験所で分銅の校正に使用していた手動天びん（守谷製、秤量20
㎏、感量40㎎）を長野県松本市の「東洋計量史資料館」へ寄贈し
た。
　今回寄贈した手動天びんは、日本の国家計量機関である通商産
業省工業技術院計量研究所（2001年4月に産業技術総合研究所に
統合）で上位の基準分銅の校正に使用していたものを譲り受け、
計測器の校正を行っている同機構が10年ほど前まで実際に分銅
の校正に使用していたもの。
　歴史的な価値のある天びんであることから、東洋計量史資料館
で展示する。
　同館の土田泰秀館長は「東洋計量史資料館は多くの方々のご好
意により、約1万3000点の古い度量衡を展示している。「衡」に
関しては、秦の始皇帝時代分銅の世界で唯一の完全複製品、両替
天びん、100貫目が計量可能な江戸時代の棒ばかりなど多くの秤・
分銅等を展示している。このたび日本品質保証機構様のご理解に
より、貴重な大型手動精密天びんを寄贈頂き感謝申し上げる。20kgで40mgという高精度を有する
本天びんは、基準分銅を検査する重要な役割を担ってきた。より精度の高い秤が登場し、古い秤は
役目を終えるが、天びんを使ってきた方々や、正しい基準分銅により恩恵を受けた事業者、天びん
を作られた技術者の思いを大切にし、当館で長く保管し展示していく」と述べている。
　寄贈したJQAの担当者は「大きさ、性能とも大変希少であり、歴史的な価値が高い。測定に時間
がかかるため、近年は業務で使用していなかった。先人の知恵や技術の詰まった計測器が数多く並
び、現代につながる技術が学べる東洋計量史資料館に展示されることで多くの方に計量の歴史なら
びに校正業務への理解が深まることを期待している」としている。
■東洋計量史資料館
http://www.toyo-keiki.co.jp/toyokeiryoushi/
【所在地】〒390―0813、長野県松本市埋橋1―9―18
【入館料】大人（高校生以上）／500円、小人（小・中学生）／200円※小学生未満無料
【開館時間】10時～16時（最終入館は15時30分まで）
【休館日】3月～11月は毎週月曜日、12月～2月は全日休館（冬季休館）
＊完全予約制。利用の際は、前日までに予約。

手動天びん（守谷製）
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NHKのファミリーヒストリー『広末涼子』
先祖が、高知県で初めて計量器を製造販売
　2021年2月15日放送のNHKのファミリーヒス
トリー『広末涼子』で、広末涼子さんの先祖が、
明治初期に、「広末常三郎商店」として、高知県で
初めて計量器を販売していたことが紹介された。
　土田泰秀東洋計量史資料館館長（東洋計器社長）
が、計量の重要性や当時の計量器販売に関して解
説した。
　日本計量振興協会が資料『計量百年史』を提供。

松本市はかり資料館

「今昔はかり展　暮らしの中の測る道具　ノギス」を開催
　松本市はかり資料館は、「計量記念日」である11月1日に合わせて、毎年「今昔はかり展」を開
催している。今回は長さを測る「ノギス」に焦点を当てて展示した。
　はかる道具のひとつである「ノギス」は、地味だが、長い歴史をもっている。存在を知ると使っ
てみたくなるノギスの魅力を紹介した。
　展示の概要は以下のとおり。
【会期】2020年10月27日～12月27日
【会場】松本市はかり資料館　第1展示室
【入館料】通常観覧料：大人200円、中学生以下無料

100年前の測距儀発見
　2021年3月16日付の山形新聞によると、米沢市北
部小（佐藤哲校長）の旧校舎から、大正時代に製作さ
れた測距儀が発見された。旧日本海軍の艦上で敵艦と
の距離を測るために使われたとみられるが、同校に保
管されていた経緯や理由は分かっていない。
　同紙によると、長さは1.5メートル。箱と本体に貼
られていたプレートには「四年式壹米半測距儀II型」
とあり、同じシリアルナンバー（製造番号）が2枚の
プレートに刻まれていた。さらに「日本光学工業株式
会社製造　大正九年四月」と、製造元や製造年月まで
確認できた。筒の両端と中央部にはレンズが取り付け
られていた。
　日本光学工業は、光学機器メーカーであるニコンの
前身。

広末常三郎商店の広告（NHKテレビから）

見つかった測距儀（山形新聞webサイトから）



－11－

第1号　議案　（一社）日本計量史学会決算　損益計算書及び貸借対照表

付記　監査報告
　令和2年度決算につき、諸帳簿、諸帳票を厳重に監査した結果、適正に処理が行われていること
を報告いたします。

2021年（令和3年）2月1日　　
監査　山崎敬則（印略）
監査　岡路正博（印略）

総会資料



－12－



－13－



－14－



－15－

計量史をさぐる会2020を開催  …………………………………………………………………1
記念講演・研究発表の概要  ………………………………………………………………………1

報告：理事　高松宏之

　特別講演
　　1．温度標準の変遷と最近の動向について

産業技術総合研究所計量標準総合センター　中野　享
　　　
　研究発表
　　明治初年の西洋形衡器と筒型分銅 山田研治
　　アンペールからヘンリーへ－電気の精の人物を探る－ 松本榮壽
　　放射温度計トレーサビリティの変遷－光高温計校正のはじまり－
  小川実吉
総会報告  …………………………………………………………………………………………………4
　　2021年度定時総会（郵便総会）の議決結果公告

寄稿  …………………………………………………………………………………………………………4
　　新たな度量衡史研究の開拓に務める 会長　山田研治
　　私と運 副会長　大井みさほ
　　神保町の交差点 会員　小宮勤一
　　
話題（高松宏之）  …………………………………………………………………………………………6
　　溝口事務局長が2020年度（令和2年度）（第13回）経済産業省産業技術環 
         境局長表彰を受賞
　　国内最古の分銅を確認とのニュース－須玖遺跡群で出土－
　　日本天文学会が第3回（2020年度）日本天文遺産を認定
　　「東洋計量史資料館」山本コレクションを公開
　　貨幣博物館Webサイトで、「金座絵巻」の拡大画像
　　日本品質保証機構（JQA）、歴史的価値のある手動天びんを東洋計量器資料
　　  館へ寄贈
　　NHKのファミリーヒストリー『広末涼子』
　　松本市はかり資料館「今昔はかり展　暮らしの中の測る道具　ノギス」
　　100年前の測距儀発見

総会資料  …………………………………………………………………………………………………11
　　

目　次



－16－

2021年3月31日発行
一般社団法人日本計量史学会
〒162-0837　東京都新宿区納戸町25-1

TEL/FAX：03-3269-7989
E-mail: jimu@shmj.jp
URL:http://www.shmj.jp

郵便振替番号　東京00170-9-66974

　人間を中心とした「計る」という行為は人文科学･社会科学･自然科学･文化芸術に限らず、過去･
現在･未来のあらゆる行動に関係があります。これらに関係ある原稿を募集しております。種別は総
説･論文･書評･原典の翻訳､解説･紹介･紀行､各種資料等、長短を問いません。
　編集日程は通常、以下のようになっていますので、ご協力の程をお願いいたします。
　原稿受理期間6～9月、校閲･編集期間9～10月、印刷･校正期間11～12月、年内配布を目標。
○現在、当学会における編集は、編集部が行っております。　「計量史研究」に投稿された原稿は、
主として理事及び理事選定の委員が校閲に当たります。また内容によっては、専門域に応じた他の
正会員に依頼しております。

　総説、随筆、速報、紀行等の計量に直接、間接関係のある博物館・資料館・美術館・図書館の催
し、書評、会員の研究ないし、調査内容の紹介、会員、非会員からの質問（答は原則として通信に
掲載します）、その他のニュースなどが主なものです。特に「催し物」は計画段階の漠然としたもの
でも結構です。締切はなく、常時受付けます。

●複写される方に

　本誌に掲載された著作物を複写したい方は、花日本複写権センターと包括複写許諾契約を締結さ
れている企業の従業員以外は、著作権者から複写権等の委託を受けている次の団体から許諾を受け
て下さい。なお、著作物の転載・翻訳のような複写以外の許諾は、直接本会へご連絡下さい。
　〒107－0052　東京都港区赤坂9－6－41　乃木坂ビル3F　学術著作権協会
　TEL：03－3475－5618　FAX：03－3475－5619　E-Mail：jaacc@mtb.biglobe.ne.jp
　著作物の転載・翻訳のような、複写以外の許諾は、直接本会へご連絡下さい。
　Notice about photocopying
　In order to photocopy any work from this publication, you or your organization must obtain permission from the 
 following organization which has been delegated for copyright clearance by the copyright owner of this 
publication.
　　　 <Except in the USA>
　　　 Japan Academic Association for Copyright Clearance,Inc. （JAACC）
　　　 6-41 Akasaka 9-chome, Minato-ku, Tokyo 107-0052 Japan
 　　　Phone 81-3-3475-5618　FAX：81-3-3475-5619　E-mail：jaacc@mtb.biglobe.ne.jp
 　　　<In The USA>
 　　　Copyright Clearance Center, Inc.
 　　　222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923, USA
 　　　Phone：（978）750-8400,　FAX：（978）750-4744　　http://www.copyright.com/

The Society of Historical Metrology.
JAPAN

25-1, Nando-cho,
Shinjyuku-ku, Tokyo 162-0837 JAPAN

TEL,FAX：+81-3-3269-7989
 jimu@shmj.jp

　「計量史研究」の原稿を募集します

　「計量史通信」の原稿を募集します



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


